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次の評価（下表）をみて、感想を述べてください。 
また改善の余地があると思われる点を挙げてください。 

回答欄 
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１．政策評価にとって指標とは何か 

医者にとってのカルテ 
＝患者の既往症、これまでの診療経過、その成果が記録されたもの 
 
⇒必要な情報（指標）が記録され、これをもとに治療の効果を検証する 

行政にとっての評価書 
＝政策のこれまでの経過、その成果が記録されたもの 
 
⇒必要な情報（指標）が記録され、これをもとに政策の効果を検証する 

指標＝何を見るべきか（診るべきか） 

政策評価→指標を通じて政策を診る 

適切な指標→名医 or  ヤブ医者の分岐点 

（１） 評価書は、カルテのようなもの 
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（２） 指標によって捉えられる実態は異なる 

平均貯蓄残高1798万円、前年比3.4%増 
 
総務省が19日発表した家計調査（速報）によると、１世帯あたり
の2014年の平均貯蓄残高は1798万円となった。前年比3.4％増
の2年連続の増加。株式相場の好調を反映し、株式などの有価
証券の評価額が増えた。… 

【報道例】 



4 資料：総務省「家計調査報告（貯蓄・負債編）平成26年平均結果速報」（2015年5月19日公表）」 

最頻値 

どの指標を選ぶかで、捉えられる実態は異なってくる 
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（３） 政策評価に求められるもの 

と        

行政機関が行う政策の評価に関する法律（政策評価法） 

（目的）  
第一条  この法律は、行政機関が行う政策の評価に関する基本的事項等を定めるこ 
 とにより、政策の評価の客観的かつ厳格な実施を推進しその結果の政策への適切 
 な反映を図るとともに、政策の評価に関する情報を公表し、もって効果的かつ効率 
 的な行政の推進に資するとともに、政府の有するその諸活動について国民に説明 
 する責務が全うされるようにすることを目的とする。  

（政策評価の在り方）  
第三条   
２ 前項の規定に基づく評価（以下「政策評価」という。）は、その客観的かつ厳格な 
 実施の確保を図るため、次に掲げるところにより、行われなければならない。  
 一 政策効果は、政策の特性に応じた合理的な手法を用い、できる限り定量的に把 
  握すること。  
 二  政策の特性に応じて学識経験を有する者の知見の活用を図ること。  

キーワードは２つ 
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次の評価をみて、考えられる問題点をあげてください。 

【演 習】 

回答欄 
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指標名 
23年度 
現状値 

26年度 
目標値 

26年度 
現状値 

スポーツ・レクリエーション活動の参加者数（人） 4,447,491 4,463,000 4,449,333 

【評価の説明】 

指標「スポーツ・レクリエーション活動の参加者数」は目標値には届かなかったが、
数値としては前回評価時（23年度）よりも伸びており、各種スポーツ・レクリエーショ

ン団体との連携やスポーツ施設の整備・充実などに取り組んだ効果が一定程度表
れていると考えられる。 

 

【演 習】 

次の評価をみて、考えられる問題点をあげてください。 

回答欄 
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 目標管理型の政策評価においては、目標を適切に設定する
ことが重要である。その上で、目的、目標（指標）、それらの達
成手段、各手段がいかに目標等の実現に寄与するか等に係る
事前の想定が明確でなければ、事後において当該想定を検証
し、政策の改善に反映させていくことが困難となる。逆に、事前
の想定が明確であれば、当該想定を検証する事後の評価の簡
素合理化を図っていくことも可能となり得る。 

目標管理型の政策評価の実施に関するガイドライン 
（平成 25 年 12 月 20 日 政策評価各府省連絡会議了承） 

２．適切な目標の設定 
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（１） 目標水準の考え方 

① 限界値 

     ＝これ以下の状態に陥ることは絶対に避けなければならない 

        最低限度の目標値 

 

 

② 充足値 

  ＝政策目標がこの水準まで達成できれば一応はよしとする 

     当面の目標（政策目標の達成水準） 
 

 

③ 期待値 

  ＝できることならこの水準に達したいという理想値 
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指 標 26年度 27年度 28年度 目標年度 目標値 

ウェブサイトの 

ページビュー数 
1,200万 1,500万 1,800万 30年度 2,000万 

交付金を効果的に 
活用できたと答えた
自治体の割合 

87.0% 88.0% 88.1% 毎年度 80% 

研修終了後の到達度
テストで80％以上の
点数を得た人の割合 

55% 57% 60% 30年度 100% 

【演 習】 

下表の目標値について問題点をあげてください。 

回答欄 
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（２） 目標はSMARTでなければならない 

Ｓ(specific)=明確で具体的であること 
 

Ｍ (measurable)=目標の達成度合いが誰でも分かるように測定可能であること 
 

Ａ (ambitious, achievable)=野心的であること、達成可能であること 
 

Ｒ (realistic, result-oriented, relevant)=現実的であること、成果志向であること、 

                        関連性があること                            

Ｔ (time-bound, timely)=期限を設けていること、時宜に適っていること 
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現状 将来 

将来 

将来 

将来 現状 

現状 

現状 

● 
★ 

トレンド法 

（過去の延長線） 

● ● 

● 

★ 

★ 

★ 

一般指標法 

（計画で示されている値
や平均値等） 

ベスト・プラクティス法 受益者ニーズ法 

（３） 目標水準の設定方法 

○ 

過去 

● 



13 資料：総務省HP（http://www.soumu.go.jp/main_content/000326166.pdf） 
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測定指標 目標 

「PPP/PFIの抜本改革に向けたアクションプ
ラン」等を踏まえた施策の推進 

「PPP/PFIの抜本改革に向けたアクショ
ンプラン」等を踏まえた施策の推進 

施 策 名 民間資金等活用事業の推進 

達成すべき目標 
「PPP/PFＩの抜本改革に向けたアクションプラン」、「経済財政運営と改革の基本方
針」及び「日本再興戦略」を踏まえ、PFIの一層の推進を図る。 

回答欄 

測定指標 目標 

1.  PFI事業件数 対前年度比増 

2. 地方公共団体へのPFI専門家派遣件数 対前年度比増 

３．適切な指標の設定 

指標を見直すことでどのような効果が見込まれますか？ 

【演 習】 

前 

後 
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測定指標 目 標 

事業が完了した地方公共団体に対する調査で、「交付金の持つメリットを効
果的に活用できた」と回答した割合 

70% 

施 策 名 地域再生基盤強化交付金の配分計画の策定 

達成すべき目標 
地域の創意工夫や発想を起点にし、それを地方公共団体や国が的確に後押しでき
るような省庁横断的な施策を推進し、地域活性化（地方再生）を促進する。 

測定指標 目 標 

事業が完了した地方公共団体に対する調査で、「交付金の持つメリットを効果
的に活用できた」と回答した割合 

80% 

計画期間が終了した地方公共団体に対する調査で、「目標を上回っている」
「目標どおり」とした計画の割合 

70% 

指標を見直すことでどのような効果が見込まれますか？ 

回答欄 

【演 習】 

前 

後 
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政 策 国際競争力の高い製造業の振興 

達成すべき目標 
高度な技術と優れた人材を強みとして、自動車、半導体、医療機
器関連などの中核産業が相互に協調し、国際競争力の高い製
造業が経済を牽引している。 

目標が達成されたかどうかを検証するための指標を考えてください。 

回答欄 

【演 習】 
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４．指標はどのように考えるのか 

⇒ 意図の明確化と意図の指標化 

② 意図の指標化＝意図をどのように測定するのか 

 意図（すなわち目標）を具体的に表したもの＝指標 

① 意図の明確化＝具体的に何をどのような状態にしたいのか 
      
   何をどのような状態にしたいのか＝ 対象＋成功状態 

（１） 指標の考え方 
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具体的にどのような状態を目指すのか（意図）  
⇒ それを表すのが指標 

意図＝具体的に何をどのような状態にしたいのか 
       （対象＋成功状態） 

意図の明確化 

政 策 国際競争力の高い製造業の振興 

達成すべき目標 
高度な技術と優れた人材を強みとして、自動車、半導体、医療機
器関連などの中核産業が相互に協調し、国際競争力の高い製
造業が経済を牽引している。 

＝意図をどのように測定するのか 

意図の指標化 
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出荷（生産）額が 
一定水準に達する 

出荷（生産）額 

出荷（生産）額が
基準年と比べて、
一定水準に達する 

指数化（H22=100）  

出荷（生産）額が 
伸びる 

前年度比伸び率
（単位：％） 

経済成長を 
けん引する 

国内総生産伸び率に
対する寄与度 
（単位：％） 

経済活動が活発
になる（相対的） 

市場占有率 
（単位：％） 

意図（対象＋成功状態） 指  標  



20 

政 策 地場産業の振興 

達成すべき目標 

地場産業が継承され、生産された製品の良さが多くの人々に受
け入れられるとともに、海外にも販路が拡大し、伝統と時代の
ニーズが融合した新たな製品が生活の様々な場面に取り入れら
れ、広く次世代に引き継がれていく。 

具体的にどのような状態を目指すのか（意図）  
⇒ それを表すのが指標 

意図＝具体的に何をどのような状態にしたいのか 
       （対象＋成功状態） 

意図の明確化 

＝意図をどのように測定するのか 

意図の指標化 

【演 習】 
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意図（対象＋成功状態） 指  標  
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政策（施策、事業）との関係は明確ですか？ 

政策（施策、事業）の目的を反映したものとなっていますか？ 

国民や住民の視点を反映したものと言えますか？ 

他の指標や目的と矛盾していませんか？ 

曖昧ではなく（具体的で）測定可能ですか？ 

信頼性の高い（合理的、客観的）データに基づいていますか？ 

そのデータは継続して入手可能ですか？ 

データの入手のために多大な時間やコストを要することはありませんか？ 

（２） 指標を考える時の留意点 
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指標 26年度 27年度 28年度 目標年度 目標値 

開催回数 6回 7回 8回 30年度 12回 

参加者数 5,000人 5,500人 6,000人 30年度 8,000人 

ﾀｳﾝ･ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

の開催   

住民がﾀｳﾝ･ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 

に参加する 

開催回数：増加、参加者数：増加 

 

→しかし、問題はないでしょうか？ 

参加者数 開催回数 

５．指標の活用（活かし方） 
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開催回数

参加者数参加者数 

どれくらいの人が 
参加したのか 

１回当たりでは
どうか 

どれくらい開催 
できたのか 

開催回数 

評価の本質（フィードバック）につながる情報を見つけ出す 

 

１回当たりの参加者数は減っている→なぜなのか？ 

指標 26年度 27年度 28年度 
30年度 
【目標】 

開催回数 6回 7回 8回 12回 

参加者数 5,000人 5,500人 6,000人 8,000人 

参加者／
回 

830人 790人 750人 667人 

他と同じ１つの指標、 
but 情報量が多い 

（１） 評価の本質は、フィードバック 
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開催回数

参加者数

開催回数（都市部）

参加者数（都市部）

開催回数（農村部）

参加者数（農村部）

開催回数

参加者数（女性）

参加者数 

どれくらいの人が 
参加したのか １回当たりでは

どうか 

開催回数

女性）歳以上参加者数（ ,65

想定ターゲットではどうか 

参加者数（65歳以上） 

参加者数（女性） 

参加者数（都市部） 

参加者数（農村部） 

属性で分類 
（年齢、性別、地域等） 

属性で分類 
（年齢、性別、地域等） 

開催回数

歳以上）参加者数（ 65

（２） 指標は加工ができる（目指す成果を測定する） 
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（３） 指標の作成に必要な適切なデータが無い場合 

① 代理指標を用いる 

目的：男女共同参画社会の実現 
 
 目標：仕事と子育ての両立が進んでいる 
 
 指標：仕事と子育ての両立が進んでいる世帯の割合 
 
 代理指標：                                            

目的：男女共同参画社会の実現 
 
 目標：雇用における男女の機会の均等化が進んでいる 
 
 指標：雇用において男女の機会均等化が行われている企業・事業所の割合 
 
 代理指標： 
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目的：高齢者の健康づくりの推進 
 
 目標：元気な高齢者の割合が増加している 
 
 指標：健康づくり運動の実践によって元気になった高齢者数 
 
 代理指標： 

目的：高齢化社会における生活の質の向上 
 
 目標：生活習慣病の予防による健康寿命の延伸 
 
 指標：生活習慣病の予防によって延伸した寿命 
 
 代理指標： 


